
数学

項目　 教科書名

新しい数学（２・東書） 数学の世界（４・大日本） 中学校数学（１１・学図） 中学数学（１７･教出） 未来へひろがる数学（６１・啓林館） これからの数学（１０４・数研） 中学数学（１１６・日文）

１　学習指導要
領の教科の目
標を達成する
ために取り扱う
内容の選択に
ついて

・日常生活や社会の事象から話題
が取り上げられ、数理的に捉えた
り、数学の問題を見出して数学的
に処理したりしながら問題を解決し
ていくという、数学の問題発見・解
決の過程が身に付くように配慮し
ている。
・キャラクターが発する言葉が、問
題を解決するための見方や考え方
となっており、数学の事象について
統合・発展的に考え、問題を解決
できる力が身に付くように配慮して
いる。

・利用の問題では、考えの過程が
示されており、「問題をつかむ」から
「振り返る」までの過程の中で、論
理的に考察する力が養われるよう
に配慮している。
・「学びにプラス」では、学習した内
容をさらに深めたり広げたりするた
めのきっかけとなる話題や問題が
用意され、数学を活用して事象を
数理的に捉え、問題を解決ていく
力を伸ばせるように配慮されてい
る。

・ページ右端の「見方・考え方」は、
帰納、演繹、類推など10種類の数
学的な見方・考え方を示し、それを
もとに振り返ることで、統合的・発
展的に考察する力を養えるよう配
慮がされている（10種類はP.4 に具
体的に記されている）。
・「ふりかえり」として、その時間の
学習で、小学校での既習事項と関
連のあるものを挿し込んである。統
合・発展的に考察して学びを深め
る配慮がされている。

・巻頭のページで13に分類された
数学的な考え方が、各ページの中
で関連する部分に記載されてい
る。具体的にどのような考え方が
使われているか、生徒に分かりや
すく伝わるように配慮されている。
・既習事項とのつながりを強く意識
して作られている。授業の課題を
はじめ、単元に入る前のレディネス
テストや、目次、巻末には学びの
マップがあり手厚くできている。「数
学と生活」「数学の広場」などは、
現実の世界と数学の世界の結びつ
きにも配慮がなされている。

・脚注の「ルーペマーク」には、その
ページで用いられる数学的な見方
や考え方が記載されており、統合
的・発展的に考察したり論理的に
考察したりする力を養えるように配
慮がされている。
・巻末にある「学びをいかそう」で
は、他の教科や領域に関連した問
題や、数学が活用されている日常
生活や社会の事象を取り上げ、身
に付けた思考力・判断力・表現力を
用いて、新たに学んだ知識・技能を
活用することができるように配慮さ
れている。

・学習のまとまり毎の問題「Ｑ」が、
問題解決型の形式となっており、
思考力・判断力・表現力の育成に
つながる。「～正しいといえます
か？」「どのように考えたでしょう
か？」という問いかけは、論理的に
考察する力を育成する授業づくり
への配慮がされている。
・単元の導入において日常の世界
を取り上げることで、学習に必要感
と目的意識をもたせることができる
よう配慮されている。
・「やってみよう」「考えよう」では、
関連する話題を取り上げ、学びが
深められるように配慮されている。

・単元末に他教科に関連した課題
が掲載され、生徒が興味をもって
主体的に取り組む事ができると共
に、数学の世界以外でも数学を活
用しようとする態度を育てることへ
の配慮がされている。
・ページ右端の「大切な見方・考え
方」で考え方の視点を示し、それを
もとに振り返ることで、統合的・発
展的に考察する力を養えるよう配
慮されている。
・「学び合おう」では、学習のプロセ
スが示され、見通しから振り返りま
でを考えることで、論理的に考察す
る力を養えるよう配慮されている。

２　内容の程度
及び取扱いに
ついて

・その時間で学ぶことのできる「見
方・考え方」をルーペ記号で見やす
く記してある。さらに巻末の「大切に
したい見方・考え方」は、これまで
学習してきた見方・考え方を振り返
ることで、見方・考え方を働かせ
て、問題を数学的に考察する力が
身に付くように配慮している。
・「データの活用」では、節の導入で
取り上げた題材を、節を通して考
察の対象としており、データを目的
に応じて整理し、多面的に見ること
を通してデータの傾向を読み取ると
いう、学習のねらいをしっかりと抑
えた内容となっている。

・「学びのふり返り」は、学習してよ
かったことや、学んだことを利用し
てできるようになったことについて
振り返ることで、自分の気づきや考
えを深めることができるように配慮
されている。
・練習課題においては，「判断する
こと」を意識した問題が用意され、
どちらに判断したか自分の考えを
述べさせることで、「対話的な学び」
が展開できるよう配慮されている。
・考え方を比べたり話し合ったりす
る場面を多く取り入れ、対話的な学
びが展開できるように配慮されてい
る。

・「役立つ数学」や「深めよう」など
で身の回りで数学が役立っている
場面を取り上げ、数学を生活に生
かそうとする主体的な態度の育成
につながるように配慮されている。
・「正しいかな？」という問いかけで
判断を求める課題設定がある。生
徒に判断の理由を考えさせるととも
に、数学的な表現を用いて説明す
る場面を作り出すなど、対話的な
学びにつながるよう配慮されてい
る。

・章の導入問題が面白く、数学的
活動の楽しさや数学のよさを感じる
事ができる。その課題に対する答
えは章末に掲載されており、章で
の学習を通して解決できる構成と
なっている。単元を通して関心・意
欲をもち続けさせ、主体的な学習
活動が展開できるように配慮して
いる。
・各ページごとに働かせてほしい見
方・考え方が記されている。さら
に、別の考え促すような発問が用
意され、多様な考えを議論する対
話的な学びにつながるように配慮
している。

・単元の導入問題はストーリーがあ
り、生徒にとって数学を使う場面が
イメージしやすい。また，導入時に
は必ず「話しあおう」を設定し、結果
を予想する活動が取り入れられて
いる。下位の生徒にとっても答えや
すい内容となっており、生徒の関
心・意欲を高め、主体的な学習が
展開できるように配慮されてる。
・「説明しよう」「話しあおう」「まとめ
よう」という課題を設定して、思考力
や表現力を養うとともに、言語活動
を中心とした対話的な学びが展開
されるように配慮されている。

・会話形式で学習が進められてお
り、対話的な学びを充実させること
への配慮がなされている。
・巻末の「数学旅行」では、他教科
に関連した問題や日常生活、社会
の事象を取り上げ、数学を学ぶ有
用性が味わえるように配慮がされ
ている。
・中学生のキャラクターが話合いの
視点を与えてくれることで、対話的
な学びをサポートしてくれたり、研
究ノートを活用してこれまでの学習
をふり返ったり、深い学びに結び付
けたりできるよう配慮されている。

・数学的な見方・考え方をページご
とに示しており、これらを活用した
教師の発問を通して、対話的・深い
学びが展開できるように配慮され
ている。
・誤答が示され、その誤りを生徒同
士が正すことで、対話的な学びが
展開されるよう配慮されている。
・「考えよう」では、説明を求める問
題があり、活発な言語活動が期待
できる。
・日常の世界や社会の事象を数学
の世界で考察することを通して、生
徒が主体的に学べるように配慮さ
れている。

３　配列・分量

・節のまとまり毎に「基本の問題」
が設定されている。どこで学習した
内容であるかが一目でわかるよう
教科書のページ数が記載されてお
り、生徒個々に振り返ることができ
るよう配慮されている。
・章末問題はＡ、Ｂにレベル分けさ
れている（Ａは基本、Ｂは応用した
り活用したりする問題）。また、巻末
には解答も用意されており、個々
の習熟の程度に応じて取り組むこ
とができるように配慮されている。
・１年では「素数」を学習する部分と
して単元「整数の性質」を設定して
いる点は、指導者にとっては扱い
やすい。

・問題をよりよく解決できるよう、
「数学的な見方・考え方」の例を巻
頭に掲載し、深い学びにつなげら
れるように配慮されている。
・巻末に「課題学習」「MATHFUL」を
掲載し、他の教科や領域に関連し
た問題や、数学が生かされている
生活場面の問題を取り上げ、楽しく
豊かな数学の世界に触れることが
できるように配慮されている。
・各単元の最後には「○○の利用」
が設定され、日常に活用できる問
題や学習した内容を応用する問題
に取り組む時間を確保できるよう
配慮されている。

・学習を通して自分ができるように
なったことを確認したり、学んだこと
を書いたりするページが設けられ、
基礎的・基本的な知識・技能や、大
切な見方・考え方が定着しやすくな
る構成となっている。
・各章ごとのまとめの問題が、基
本・応用・活用の３つに分類されて
おり、習熟の程度に応じて確認で
きるように配慮されてる。Question
や例題、問いは、段階的にステップ
アップできるように配列されてい
る。

・章末問題に「学んだことを活用し
よう」と題した応用問題が用意され
ている。日常生活に数学を活用す
る力や、事象を数理的に捉える力
を、適用練習において身に付ける
ことが出来るように配列されてい
る。
・１年では「素数」を学習する部分と
して「第１章整数」という単元を設定
している点は他社との違いである。
数の学習ではあるが、「正の数・負
の数」の学習内容とは異なるため、
指導者にとって扱いやすい。

・章末問題が、「学びをたしかめよ
う（基本）」と「学びを身につけよう
（応用）」に分かれていて、習熟の
程度に応じた学びが展開できるよ
うに配慮している。
・裏の表紙から始まる縦開きの「自
分から学ぼう編」を掲載し、問題を
解いて理解を再確認したり、これま
での学びを深めたりすることができ
るように配慮されている。
・例題がパターンごとによく整理さ
れ、分量も適切であり、予習として
先に学習を進めたり、復習として教
科書で振り返ったりする際に、とて
も使いやすくできている。

・節ごとに確認問題があり適宜確
認ができる構成となっている。単元
末の練習問題は、A問題、B問題、
確認問題と段階を分け、習熟の程
度に応じて生徒が取り組めるよう
に配慮されている。
・単元の始めに「ふりかえり」が掲
載され、当該学年の学習に入る前
に必要となる既習内容を確認でき
る構成になっている。
・練習、確認、章末問題と、段階を
踏んで学習内容を確認できる構成
になっている。「チャレンジ編」や
「課題学習」など発展的な学習を求
める生徒にも配慮がされている。

・本時の学習の出発点となる問
題、本時のめあて、内容を理解す
るための具体例、より内容を理解
するための練習問題という構成に
なっており、経験の浅い若手教員
でも授業展開がスムーズにいくよう
に配慮されている。
・例題と練習問題がセットになって
配列されているため、生徒にとって
解法を真似する（見て学ぶ）のに役
に立つ。また、証明問題では穴埋
め問題を設定し、論証に不安を抱
える生徒も主体的に取り組めるよう
な配慮がされている。

４　表記・体裁

・各時間の課題となる「Ｑ」の文末
表現が、「考えてみましょう」「どうし
たらよいでしょうか」「説明してみま
しょう」「どんなことがわかるでしょう
か（いえるでしょうか）」「…としても
よいでしょうか」等、思考や判断、
表現を求める文章となっており、主
体的な学びにつながるよう配慮さ
れている。
・色が豊富であるが、視覚的に優し
い色使いを行っていることで、問題
や要点が見やすくなっている。
・行間にゆとりをもたせたり、重要
な表記はフォントを大きくしたりする
工夫がされ、文字が読みやすい。

・見開きの２ページ分が１単位時間
の内容となっていて、指導者にとっ
て分かりやすい体裁となっている。
・性質や法則などの重要な事項に
ついては赤色で囲んだり、背景を
色で塗りつぶしたりして、分かりや
すい表記となるよう配慮されてい
る。
・単元の導入場面では、単元全体
の学習につながる写真やイラスト
が効果的に示され、生徒の興味・
関心を高める配慮がされている。

・単元の導入時に、今後の学習内
容と結びつくイラストや写真が掲載
されており、生徒がその単元で学
習する内容への関心・意欲が高ま
るように配慮されている。
・優しい色を使うことや字間や行間
の設定を工夫することで、項目や
重要事項が区別して捉えやすくな
り、視覚的に分かりやすい体裁に
なっている。
・グラフや表は大きめな作りとなっ
ており、直接教科書への書き込み
ができるように配慮されている。

・課題が緑色の枠で統一されてお
り、教科書を見る際に一目でわか
る作りとなっている。図による説明
が豊富であり、多様な見方を促し
たり、理解が困難な生徒への配慮
もなされたりした体裁となっている。
・「例題」「たしかめ」「問題」という三
段階の流れになっており、スモール
ステップで学習していくことができ
る。数学が苦手な生徒も主体的に
取り組める体裁となっている。

・イラストや写真を多く取り入れるこ
とで、問題場面を生徒たちが把握
しやすいように配慮がされている。
・基礎的・基本的な知識や技能に
ついては、見やすいように枠に入
れて記述するなどして、振り返りが
容易になるような配慮がされてる。
・式やグラフ、図形においても、色
使いに配慮がなされ、大事な部分
に生徒の視点が自然に集まる表記
となっている。文字は形や大きさが
見やすく、色合いも落ち着いてお
り、誰でも使いやすいように配慮さ
れている。

・単元の導入時に学習内容と結び
つくイラストや写真を示し、学習内
容への関心と目的意識を高めるこ
とができるように配慮されている。
・優しい色使いで、見出しが視覚的
に分かりやすく示されている。文字
の大きさ、太さ、書体などを使い分
けたり、マーカーで色付けしたりす
ることで、数学が苦手な生徒でも扱
いやすいように配慮されている。

・下地の白色がクリアであるため、
色文字や色のついた図形、グラフ
が見やすい。色や文字の形、大き
さにおいてユニバーサルデザイン
の視点を取り入れ、色合いも程よく
（きつくなく）、教科書全体として目
に優しくできている。
・重要な内容は目立つように色を
付けて見やすくなっている。また、
学習のめあても赤字で表記されて
いるので、何を考えればよいのか
が明確に捉えられるように配慮さ
れている。
・学習内容ごとにめあてが示され、
学習の目標が分かりやすい。

○単元構成及び教材の配列，分
量には，どのような特色がある
か。

○　表記や表現，体裁について，
どのように配慮されているか。

観点　

○数学を活用して事象を論理的
に考察する力，数量や図形など
の性質を見いだし統合的・発展的
に考察する力，数学的な表現を
用いて事象を簡潔・明瞭・的確に
表現する力を養うためにどのよう
に配慮されているか。

○主体的・対話的で深い学びを
実現するためにどのような工夫が
見られるか。


